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【はじめに】 

多重量子井戸層(MQW)側に電子線を照射し、裏面側から光を取り出す構造において、発光強度

を向上させる方法の一つとして MQW のペア数（或いは膜厚）を増やすことが有効である。しか

しながら、厚くしても井戸層自身の光吸収により効果が薄れてしまう。ここでは、MQW 厚み方

向で、井戸層の組成傾斜を設け、光取り出し側の透過率を上げることによる効果を検討した。 

【実験方法・結果】 

 AlN テンプレート基板(DOWA エレクトロニクス㈱提供)上に、AlxGa1-xN/AlN 多重量子井戸構造 

を MOCVD 法で形成した。その際、井戸層の Al 組成 x を一定とした場合と、成膜進行とともに x 

を低下させた場合の試料を準備した。なお x は 0.5～0.7 の範囲とし、MQW 層の膜厚は約 600nm と 

し、CL スペクトルの加速電圧依存性や照射電流依存性を調べた。 

 図 1 は井戸層の組成を一定とした場合の透過率と加速電圧 6.5kV、照射電流 30μAの時の CL 

スペクトルを示すもので、発光ピークより短波長側の透過率は低下するので、発光の一部が井戸 

層で吸収されているものと考えられる。図 2 は井戸層の Al 組成 x を 0.54 一定とした場合と、成 

長スタート時から終了時にかけ 0.69 から 0.54 に段階的に Al 組成を減少した場合の比較を示す。 

加速電圧は 6.5kV、照射電流は 100μAである。長波長側は裾野がほぼ重なるのに対し、組成変調 

をかけた試料は短波長側成分がより透過できるため、強度が増加しているのが分かる。ピーク強 

度比、積分強度比ともに約 1.7 倍の向上効果が確認され、本構造は非常に有効である。 

 

図1 Al0.69Ga0.31N/AlN井戸組成一定の場合の透過率と
CLスペクトル
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